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13 かしはら市議会だより

記
載
が
あ
る
。
H
P
は
、
ま
さ
に

飛
鳥
地
域
、
中
南
和
地
域
へ
の
、

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
あ
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
広
報
活
動
に

対
す
る
考
え
は
。

今
回
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
、
凱
旋
パ
レ
ー
ド
、
そ
の

前
に
行
な
わ
れ
た
飛
鳥
デ
ザ
イ
ン

ウ
ィ
ー
ク
を
通
じ
、
動
画
を
う
ま

く
使
わ
な
け
れ
ば
と
特
に
感
じ
た
。

本
市
は
、
発
信
で
き
る
良
い
も
の

を
持
っ
て
い
る
。
今
回
の
こ
と
を

い
い
経
験
に
、
あ
る
も
の
を
し
っ

か
り
と
、
わ
か
り
や
す
い
方
法
で

広
報
、
発
信
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
問
題
に
な
っ
て
い
た
広
報
誌

も
、
非
常
勤
だ
が
、
１
人
の
専
門

家
を
導
入
し
た
。
今
後
は
、
よ
り

わ
か
り
や
す
く
、
理
解
し
や
す
い

広
報
誌
に
成
長
し
て
い
き
た
い
。

一般質問

亀
甲　

義
明

（
公
明
党
）

行

政

書

類

の

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

用
紙
の
使
用
量
、
費
用
、
書

類
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
。
年
間
の
廃

棄
量
、
費
用
、
印
刷
、
資
料
作
成

な
ど
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

用
品
調
達
基
金
の
27
年
度
に

払
い
出
し
た
枚
数
で
、
Ａ
４
で
年

間
約
７
６
０
万
枚
、
Ｂ
５
、
Ｂ
４
、

Ａ
３
は
約
８
２
０
万
枚
で
約
５
０

０
万
円
。
こ
れ
以
外
に
、
担
当
課

が
独
自
に
購
入
し
て
お
り
、
全
て

把
握
し
て
な
い
が
、
お
そ
ら
く
１
，

０
０
０
万
枚
は
超
え
て
い
る
。
文

書
は
、
取
扱
規
程
に
則
り
、
現
年

度
及
び
前
年
度
分
は
各
課
で
保
管

し
、
以
前
の
文
書
は
、
本
庁
南
館

書
庫
71
．
４
平
米
、
万
葉
ホ
ー
ル

の
書
庫
１
２
３
．
４
平
米
、
香
久

山
の
書
庫
３
３
０
平
米
に
保
管
し

て
い
る
。
廃
棄
量
は
、
27
年
度
12
．

49
ｔ
で
大
８
５
７
箱
、
小
93
箱
。

廃
棄
は
業
務
委
託
し
、
27
年
度
で

13
万
４
，
８
９
２
円
。
印
刷
、
資

料
作
成
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、

白
黒
で
１
枚
当
た
り
１
．45
円（
税

抜
）、カ
ラ
ー
で
７
．
２
円（
税
抜
）

全
て
を
白
黒
な
ら
約
１
，
２
８
６

万
円
（
税
込
）、カ
ラ
ー
な
ら
約
６
，

３
８
６
万
円
（
税
込
）
に
な
る
。

フ
ォ
ル
ダ
ー
は
約
１
万
９
，
０
０

０
枚
で
45
万
１
，
４
４
０
円
（
税

込
）。
保
存
箱
、
大
１
，
６
０
０
箱
、

小
２
５
０
箱
で
、
29
万
７
，
８
１

０
円
（
税
込
）
と
な
る
。

こ
れ
ま
で
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
に
向
け
て
検
討
し
た
こ
と
は
。

13
年
か
ら
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
も

念
頭
に
置
い
て
電
子
決
裁
の
研
究

を
し
た
が
、
全
て
の
文
書
が
電
子

化
さ
れ
な
い
と
意
味
が
な
く
見
送

っ
た
経
緯
が
あ
る
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
は
環
境
面
や

業
務
の
改
善
、
効
率
化
の
面
か
ら

も
見
直
し
が
必
要
で
は
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
は
環
境
面
で

は
、
森
林
保
全
に
役
立
ち
、
会
議

資
料
等
の
削
減
は
、
印
刷
、
製
本

作
業
等
、
印
刷
ミ
ス
も
な
く
な
り

業
務
の
効
率
化
が
進
む
。
文
書
の

電
子
化
を
推
進
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ

ス
化
に
向
け
、
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
会
議
で
利
用

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
が
現
実
的
に
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
本
市
の
考
え
は
。

導
入
に
は
、
Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
が
必
要
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は

紙
等
の
削
減
に
繋
が
り
検
討
の
余

地
が
あ
る
。
今
後
、
導
入
後
の
効

果
の
情
報
を
収
集
し
検
討
し
た
い
。

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
を
部
課

長
以
上
や
、
逆
に
若
い
職
員
な
ど

で
行
え
な
い
か
。

４
月
か
ら
契
約
制
度
審
査
会

で
全
席
に
パ
ソ
コ
ン
を
設
置
し
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
図
っ
た
会
議

を
し
、
防
災
の
関
係
で
図
上
訓
練

も
機
械
を
使
っ
て
行
っ
て
い
る
。

待

機

児

童

対

策

本
市
の
待
機
児
童
数
、
現
在

対
応
中
の
こ
と
や
今
後
の
対
策
は
。

４
月
の
待
機
児
童
数
は
45
名

い
た
が
、
随
時
入
所
決
定
を
し
、

９
月
１
日
現
在
で
は
28
名
で
あ
る
。

第
４
こ
ど
も
園
の
内
部
改
修
を
行

い
、
来
年
４
月
に
50
人
程
の
受
入

れ
拡
大
。
私
立
保
育
園
も
、
２
年

で
改
修
、
整
備
し
、
15
人
程
の
定

員
増
を
予
定
し
て
い
る
。

本
市
の
潜
在
的
な
待
機
児
童

数
、
国
が
定
め
る
待
機
に
入
ら
な

い
項
目
が
あ
る
が
そ
れ
は
な
に
か
。

国
の
待
機
児
童
の
定
義
は
、

入
所
申
込
が
提
出
さ
れ
、
要
件
に

該
当
す
る
が
、
入
所
し
て
い
な
い

も
の
で
、
潜
在
的
な
待
機
児
童
は
、

入
所
可
能
な
所
は
あ
る
が
、
特
定

の
保
育
所
を
希
望
さ
れ
て
い
る
場

合
。
現
在
入
所
中
だ
が
、
第
１
希

望
で
な
い
等
の
理
由
で
転
園
を
希

望
し
て
い
る
場
合
。
育
児
休
業
中

で
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
。
保

護
者
が
求
職
活
動
を
休
止
し
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
潜
在
的
な
待
機

児
童
は
待
機
児
童
に
入
れ
な
い
た

め
答
え
る
の
は
難
し
い
が
、
状
況

聴
き
取
り
の
中
か
ら
抽
出
す
る
と
、

１
１
０
名
程
と
見
込
ん
で
い
る
。

特
定
の
保
育
所
を
希
望
し
て

い
る
方
は
ど
れ
だ
け
い
る
の
か
。

抽
出
し
た
潜
在
的
待
機
児
童

の
約
１
１
０
名
の
大
半
は
、
特
定

の
保
育
所
を
希
望
し
て
い
る
か
、

入
所
可
能
な
所
を
案
内
し
た
が
、

断
ら
れ
入
所
し
な
い
方
で
あ
る
。

保
護
者
が
育
児
休
業
中
の
方

に
は
ど
ん
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

１
年
通
し
て
取
得
さ
れ
る
場

合
は
、
家
庭
で
の
保
育
に
理
解
を

求
め
、
事
情
等
で
家
庭
で
保
育
が

で
き
な
い
時
は
、
引
き
続
き
保
育

所
で
と
い
っ
た
対
応
を
し
て
い
る
。

育
児
休
業
終
了
後
、
必
ず
入

所
で
き
る
の
か
。

育
児
休
業
を
１
年
間
取
得
し
、

入
所
希
望
す
る
場
合
は
、
保
育
の

必
要
度
が
高
い
と
判
断
し
て
い
る
。

た
だ
、
年
度
途
中
の
仕
事
復
帰
や

育
休
を
短
縮
し
仕
事
復
帰
す
る
場 第4子ども園


